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管 内 の 概 要
１ 管内の概要

２

ⅠⅠ

人口（人）面積（km2）

1,726,11613,784.39県全体 (ａ)

496,1892,406.24 管 内 (ｂ)

28.7％17.5％割合 (ｂ／ａ)

「福島県勢要覧」より
〔市町村勢一覧〕

(令和5年10月１日現在)

「福島県の推計人口」より
(令和7年４月１日現在)

当事務所は、県中地域の12市町村（郡山市、須

賀川市、田村市、岩瀬郡、石川郡及び田村郡の3

市6町3村）を所管しており、東日本大震災で被

害が甚大であった浜通り地区を含む他の県内６つ

の生活圏すべてと接しています。

その面積は約2,406k㎡で県土の約17.5%、人

口は約496千人で県人口の約28.7%を占めてい

ます。

中央部に阿武隈川が南北に流れ、その周辺の平

坦地に郡山市や須賀川市の中心市街地が形成され、

その周囲を猪苗代湖や奥羽山脈、阿武隈高地など

豊かな自然が取り囲んでおり、都市的利便性と大

自然の恵みがともに享受できる地域です。

また、福島空港、東北縦貫自動車道、磐越自動

車道、あぶくま高原道路及び東北新幹線等の交通

体系に恵まれ、高い産業集積や高次都市機能の集

積が充実しています。

令和7年度は、第２期復興・創生期間の最終年

度を迎えることから、これまでの事業成果の発信

とともに、復興のステージが進むに連れて顕在化

する新たな課題への対応など、県中地域の次なる

ステージを見据え、各種施策について継続して重

点的に取り組んでまいります。



３

道路のライブカメラの位置

道路以外のライブカメラの位置

・県中建設事務所のホームページより
道路の路面状況などを確認すること
ができます。

平田村北方



16,538

12,126 

49,710 

496,189

2,406 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

年間商品販売額（億円）

製造品出荷額（億円）

農業産出額（百万円）

人口（人）

面積（km2）

県中地域

福島県

2,081.2 1,965.4 1,927.0 1,849.2 1,836.3 1,876.2 1,796.5 1,780.3 1,750.3 1,726.1 
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福島県

県中管内

２ 県中地域の特性

（１） 県の経済の要

（２） 人口の推移

県中地域の県内に占める人口や年間商品販売額の割合（％）は、面積の17.5％を大きく上
回っており、このことからも、県中地域が福島県の経済の要となっていることがわかります。

（３）県中管内の産業別就業者数

4

（資料：各種統計資料より）

(令和7年)

(令和4年)

(令和3年)

(令和2年)

(令和5年)

11,378

1,229,927

144,850

39,285

27,700

( 17.5% )

( 28.7% )

( 25.5% )

( 23.6% )

( 37.4% )

福島県全体 1,726,116人

令和7年4月１日現在（資料：福島県の推計人口より）

※仮設住宅等に居住されている方は、出身地の人口数としています。

千人

県中管内 496,189人

（資料：令和2年国勢調査より）

（県中地域を除く）

製造業
19%

卸売業，小売業
16%

医療，福祉
12%

建設業
10%

農業，林業
6%

運輸業，郵便業
6%

宿泊業，飲食

サービス業

5%

その他の産業
26%



（４） 県中管内の主な観光地等の観光客入り込み客数

５

県中管内の令和5年の総観光客数は7,458,951人(前年比120.4%)で、県内の総観光客数
53,923,333人(前年比 113.1%)の約13.8％にあたります。

郡山うねめまつり
114,240

岩瀬牧場
39,779

④羽鳥湖
105,356

⑥三春滝桜
125,760

⑦夏井千本桜
27,080

あぶくま洞・入水鍾乳洞
201,552

須賀川牡丹園
29,921

郡山ｶﾙﾁｬｰﾊﾟｰｸ
1,079,379

湖南七浜湖水浴場
29,751

浅川の花火
55,000

こどもの国ムシムシランド
23,227

高柴山
40,606

ｼﾞｭﾋﾟｱﾗﾝﾄﾞひらた
84,567

郡山石筵ふれあい牧場
71,791

三春の里田園生活館
220,782

磐梯熱海温泉
714,275

⑤松明あかし
50,000

やぶさめの里「おふくろの駅」
115,649

（資料：福島県観光客入込状況令和5年分より）
⑤須賀川松明あかし

⑦夏井千本桜

⑥三春滝桜

②猪苗代サイクリングルート（イナイチ）

③福島空港
①布引風の高原

④羽鳥湖

ビックパレット
342,703

平田村

リカちゃんキャッスル
52,195

母畑・石川温泉
149,495

・観光客入り込み客数の推移（人）

R5R4R3R2R1H30

7,458,9516,195,3144,494,7124,362,5628,877,6658,500,562県中管内

53,923,33347,686,88135,453,61736,191,30456,343,68956,336,323県内

道の駅たまかわ
180,902

①布引風の高原

②イナイチ

③福島空港



３ 管内の現況

6

備 考割合(b/a)（%）県中(b)福島県(a)

福島県
13市31町15村

20.3 12 59市町村数

県中管内
３市６町３村

17.5 2,406 13,784 面積 （km2）

28.7496,1891,726,116 人口 （人）

（２） 公物管理の概況

（１） 管内の面積・人口

※一般国道には、国管理道路を含まない。

資 料 ： 福島県の推計人口より （令和7年 ３月１日現在）

福島県勢要覧（市町村勢一覧）より（令和5年１０月１日現在）

① 道路の現況
資料：国県道現況調書より（令和5年４月１日現在）

舗装済延長改良済延長

（簡易舗装含む）（5.5m未満を含む）実延長(a)路線数道路種別

舗装率(c/a)延長(c)改良率(b/a)延長(b)（m）

（%）（m）（%）（m）

100.0 248,56098.0 243,641248,5605一般国道

99.5 514,08387.8 453,638516,45031主要地方道

97.5 477,34170.7 346,300489,52668一般県道

100.022,371100.022,37122,3711
（内あぶくま
高原道路）

98.6991,42479.5799,9381,005,97699（県道計）

98.81,239,98483.21,043,5791,254,536104合 計

96.95,553,31779.44,550,3665,729,445386福島県
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④ 港湾の現況
資料：港湾台帳より（令和７年4月1日現在）

護岸広場物揚場浮桟橋桟橋種類港湾名

（m）（m2）（m）（m）（m）

1,160.51,561.5163.0102.040.0地方港湾湖南港

※河川には直轄管理区間を含まない。

③ 砂防の現況

資料：砂防・急傾斜地・地すべり指定台帳より（令和７年３月31日現在）

危 険 箇 所 数
指 定
箇所数 整備率(b/a)

（%）

要対策箇所(a)

概成数(b)

(22.0)(366)(1,667)(4,272)(1,526)
砂防指定地

11.032 290 1,124 173 

(44.4)(63)(142)(143)(69) 
地すべり防止区域

40410104

(37.5)(450)(1,200)(4,274)(488)
急傾斜地崩壊危険区域

48.6104 214 949 107 

(29.2)(879)(3,009)(8,689)(2,083)
合 計

27.21405142,083284

※上段（ ）は、県合計

② 河川の現況
資料：河川現況調書より（令和6年3月31日現在）

河川改修率（%）
暫定延長

(ｄ)
完成延長

(ｃ)
要改修延長

(ｂ)
延長(a)

暫定(d/b)完成(c/b)（km）（km）（km）（m）河川数水系名

28.238.4118.6161.5420.8660,96768一級河川

27.038.8103.8149.0383.9570,88858阿武隈川

40.133.914.812.536.987,6799阿賀野川

－－－－－2,4001久慈川

12.741.611.035.986.4151,20719二級河川

25.638.9129.6197.4507.2812,17487合 計

25.648.7660.71,256.82,580.14,640,664493福島県



８

⑤ 県営住宅の現況（県営住宅＋特別県営住宅＋復興公営住宅）

資料：県営住宅管理台帳より（令和７年4月1日現在）

合計復興公営住宅特別県営住宅県営住宅市町村名

(21)
2,329

(8)
570 

(2)
40 

(11)
1,719 

(戸)郡 山 市

(3)
159

(3)
159 

(戸)須賀川市

(2)
18

(2)
18 

(戸)田 村 市

(1)
92

(1)
92

(戸)三 春 町

(27)
2,598

(11)
680 

(2)
40 

(14)
1,878

合 計

⑥ 営繕工事事務取扱要領第５の規定に基づき補修工事を行っている県有建築物の現況

資料：営繕課調査より
（令和７年４月１日現在）

合 計警察本部教育庁知事部局

5126178棟
職員公舎

45２2708４98戸

資料：都市計画年報より（令和６年３月31日現在）
⑦都市公園の現況

供用面積(ha)計画面積(ha)

17.3032.5逢瀬公園

52.09328.6福島空港公園

※福島空港公園は福島空港事務所で管理しています。

資料：営繕課調査より
（令和７年４月1日現在）

延べ床面積
（m2）

構造階層

7,102.0ＲＣ４郡山合同庁舎

1,434.3ＲＣ２三春合同庁舎

※上段（ ）内は、団地数



１ 内部組織

２
仕事の内容

（令和７年4月1日現在）

行 政 機 構

９

所

長

所 長

次 長

総

務

課

行

政

課

用

地

課

総

務

部

企
画
調
査
課

管

理

課

専
門
技
術
管
理
員

道

路

課

三 春
土木事務所

須賀川
土木事務所

石 川
土木事務所

県中建設事務所

企
画
管
理
部

ⅡⅡ

建
築
住
宅
部

建
築
住
宅
課

河
川
砂
防
課

所

長

総

務

課

業

務

課

総

務

課

業

務

課

総

務

課

業

務

課

あぶくま
高原道路

管理事務所

所

長

県中建設事務所のとりまとめの課です。入札の執行や予算の管理も行っています。

道路法や河川法など、各種法律に関わることの窓口の課です。

県営住宅の入居申込や国土交通省所管の国有財産の管理なども行っています。

公共事業を実施するための土地の取得や建物などの補償をしています。

県中管内の県の土木行政に関する各種中長期計画の策定、施策の企画調整を行っていま
す。

地域づくり、まちづくりに関すること、市町村の技術支援を行っています。

県庁、土木事務所等と連携した維持管理計画の策定、管理情報のデータ収集・分析、危
機管理体制の総括等に関することを行っています。

郡山市内の県管理土木施設（道路・河川・公園・港湾等）の維持管理、災害復旧事業、
除雪に関することなどを行っています。地域密着型の事業を実施しています。

入札事務のうち、総合評価方式に関する審査・調整を行っています。また、工事の品質
確保や適正な執行に対して、助言・指導を行っています。

道路並びに橋梁、トンネル等の特殊構造物について、調査、計画の策定から工事の実施
までの全てを担当しています。

河川・砂防・急傾斜地・地すべり・港湾について、計画から工事までの全てを担当して
います。大きな河川災害などがあったときは、改良復旧事業を行います。

建築基準法に関する確認を行っています。

県営住宅や県の建物の建設・維持管理を行っています。

土木事務所のとりまとめの課です。入札の執行や予算の管理も行っています。

田村市、三春町、小野町内の県管理土木施設の維持管理、災害復旧事業、除雪に関する
ことを行っています。地域密着型の事業を実施しています。

土木事務所のとりまとめの課です。入札の執行や予算の管理も行っています。

須賀川市、鏡石町、天栄村内の県管理土木施設の維持管理、災害復旧事業、除雪に関す
ることを行っています。地域密着型の事業を実施しています。

土木事務所のとりまとめの課です。入札の執行や予算の管理も行っています。

石川町、玉川村、平田村、浅川町、古殿町内の県管理土木施設の維持管理、災害復旧事
業、除雪に関することを行っています。地域密着型の事業を実施しています。

千五沢ダムの維持管理を行っています。

あぶくま高原道路
管理事務所

あぶくま高原道路及び（主）小野富岡線（（－）神俣停車場川前線との交差点まで）の
維持管理、災害復旧、除雪に関することを行っています。

　－

三春土木事務所

須賀川土木事務所

石川土木事務所

河川砂防課

建築住宅課

総務課

業務課

建築住宅部

総務課

業務課

総務課

ダム課

業務課

道路課

事業部

総務課

行政課総務部

企画管理部

用地課

企画調査課

管理課

専門技術管理員

事

業

部

ダ

ム

課

管

理

担

当

所

長
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県中建設事務所予算一覧

（単位：百万円）

令和7年度予算
1

ⅢⅢ

県中建設事務所予算の推移 （Ｈ２２、H３０～ R７）

（単位：百万円）

8,244 

7,791 

17,164 

18,446 

22,518 

43,863 

33,433 

39,643 

8,918 

10,075 

10,876 

21,888 

15,075 

22,342 

14,156 

20,654 

15,621 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

H22

当初

H22

最終

H30

当初

H30

最終

R元

当初

R元

最終

R2

当初

R2

最終

R3

当初

R3

最終

R4

当初

R4

最終

R5

当初

R5

最終

R6

当初

R6

最終

R7

当初

（百万円）

伸び率
（A/B)

令和7年度令和6年度令和6年度科目

当初予算額最終予算額当初予算額

（A)（B)

1.1015,589.220,616.914,155.1土木費

0.97229.7298.0236.4土木管理費

1.189,253.412,015.37,861.1道路橋りょう費

1.035,091.57,134.14,949.1河川海岸費

1.063.53.33.3港湾費

0.1957.9402.5297.8都市計画費

1.18953.2763.7807.4住宅費

-0.00.00.4災害復旧費

160.5032.137.30.2民生費

1.1015,621.320,654.214,155.6小計

0.826,605.78,621.98,049.1繰越額

1.0022,227.029,276.122,204.7合計

※繰越額を除く

※市町村等への補助金、負担金、職員の人件費等を除く
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（単位：百万円・％）

土木部予算の推移 （Ｈ２２、H３０～ Ｒ７）

（単位：百万円）

福島県及び土木部予算一覧

102,993

222,300

280,205

314,974

173,316

181,941 206,260 189,400 213,862

106,398

223,902

387,240

337,196 

180,464

196,694 222,856 
226,942 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

Ｈ22 Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

当初予算額 最終予算額

H22 H30 Ｒ元 Ｒ２ Ｒ3 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

902,220 1,447,212 1,460,328 1,441,836 1,258,514 1,267,677 1,338,249 1,238,108 1,281,799

対前年比(%) 103.1 84.2 100.9 98.7 87.3 100.7 105.6 92.5 103.5

930,097 1,341,239 1,513,704 1,515,199 1,395,163 1,325,155 1,287,658 1,279,936 -

対前年比(%) 97.0 86.7 112.9 100.1 92.1 95.0 97.2 99.4 -

土木部 102,993 222,300 280,205 314,974 173,316 181,941 206,260 189,400 213,862

予算 対前年比(%) 94.3 76.4 126.0 112.4 55.0 105.0 113.4 91.8 112.9

106,398 223,902 387,240   337,196 180,464 196,694 222,856 226,942 -

対前年比(%) 82.6 80.2 173.0 87.1           53.5       109.0       113.3       101.8  -

11.4 15.4 19.2 21.8 13.8 14.4 15.4 15.3 16.7

11.4 16.7 25.6 22.3 12.9 14.8 17.3 17.7 -

区　分

県予算

当初予算額(A)

最終予算額(B)

当初予算額(C)

最終予算額(D)

構成比
当初予算額(C)/(A)

最終予算額(D)/(B)

２



・ インフラ施設の長寿命化計画に基づく計画的な修繕の実施
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１ 令和７年度業務運営目標

令和７年度事業計画概要

◆ 県内の中心から６つの地域とともに、ひと・もの・文化の大交流圏を形成する地
域づくりを推進します。

（１）基本方針

（２）業務運営目標

災害に強い道路ネットワークの構築

１） 県中地域の暮らしを守り安全・安心を確保する

Ⅳ

・ 緊急輸送路に指定されている国道２８８号船引バイパスの工事推進
・ 早期全線開通に向けたいわき石川線石川バイパスの工事推進

激甚化・頻発化する水災害に対応する実効性を高める流域治水の推進

県中地域の国土強靱化対策と維持管理

・ 逢瀬川及び谷田川におけるハード・ソフト一体となった整備の推進
・ 右支夏井川及び今出川、大滝根川の河川整備の推進
・ 特定都市河川に指定となる逢瀬川及び谷田川、国指定の釈迦堂川における流域水害対策計画

の策定と適切な許可事務の執行
・ 国実施の阿武隈川上流遊水地群整備を促進する国と連携した各種調整
・ 阿武隈川緊急治水対策プロジェクトを促進する二本松金屋線安原工区の工事推進

・ 内環状線の用地補償の推進
・ 都市計画道路須賀川駅並木町線南町工区の工事推進

２） 観光や物流の交流促進と産業振興を支える拠点間のアクセス道路の
整備を進める

広域観光と物流への支援

・ 中通りと会津地方の広域物流と観光を支える国道２９４号福良バイパスの工事推進

中心市街地の活性化

３） 過疎・中山間地域や空洞化する中心市街地の活性化のため、地域の

魅力を高める地域づくりを支援する

持続可能な地域づくり

・ 猪苗代湖サイクリングルート（イナイチ）の走行環境の整備推進
・ 顕在化する空き家問題に対応する空き家の活用・除却や移住・定住者への

住宅取得の支援
・ 老朽化した県営住宅の内部改善、外壁・屋上防水改修等の実施による居住性の向上及び

建物の長寿命化



参考資料

県復興計画の変遷
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＜３つの基本理念＞
１ 原子力に依存しない、安全・安心で持続的に発展可能な社会づくり
２ ふくしまを愛し、心を寄せるすべての人々の力を結集した復興
３ 誇りあるふるさと再生の実現

●県復興ビジョン 平成２３年８月

東日本大震災及び原発事故、新潟・福島豪雨災害からの復旧・復興への取組
【重点プロジェクト】 ○津波被災地等復興まちづくりプロジェクト

○県土連携軸・交流ネットワーク基盤強化プロジェクト

●第１期復興計画（１次） 平成２３年１２月

●避難の長期化に伴う支援強化
●新たな生活拠点の整備
●帰還を加速する取組 ○ふくしま復興再生道路を位置づけ

●県復興計画（２次） 平成２４年１２月

避難解除等区域等の復興支援のための重点化

●復興の加速化
●新産業の集積
●風評・風化対策の強化 【重点プロジェクト】

○避難地域等復興加速化プロジェクト
○復興まちづくり・交流ネットワーク基盤強化プロジェクト

●県復興計画（３次） 平成２７年１２月

重点プロジェクトの整理・統合

○福島１２市町村の将来像に関する有識者検討会提言 平成２７年７月

○常磐自動車道の全線開通 平成２７年３月

●ふくしま道づくりプラン（復興計画対応版）
計画期間：平成２５年度～平成３２年度

平成２５年３月

・H23～H27「集中復興期間」
→ H28～H32「復興・創生期間」５年間の事業規模６．５兆円（閣議決定）

・これまでの全額国費に対し、１２市町村以外では自治体負担が発生

○平成２８年度以降の復旧・復興事業の新たな枠組みが決定 平成２７年６月

●避難解除等区域の復興を周辺地域から協力に支援
するため、基幹的な道路（高速道、直轄国道等）
に囲まれる範囲を対象とする路線の整備が必要

●平成３０年代前半までの完成を目指す

①小名浜道路 ⑤国道３９９号
②国道１１４号 ⑥原町川俣線
③国道２８８号 ⑦小野富岡線
④国道３４９号 ⑧吉間田滝根線

ふくしま復興再生道路

本県の復興に向けた戦略的道路整備

●復興まちづくりを支援する路線の整備

●浜通軸の早期復旧・整備、生活を支援する道路整備
●浜通りと中通りをつなぐ復興を支援する道路、会津・中通りの東西

連携道路などの整備・強化

・国道１１８号
・国道１２１号
・国道２５２号
・国道４０１号 等

・相馬亘理線
・豊間四倉線 等

津波被災地域の復興支援

道路ネットワーク基盤強化

●復興に向けた常磐道の追加I.C等の整備

○福島復興再生特別措置法の改正 平成２９年５月
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参考資料「第２期福島県復興計画 令和３年３月」抜粋

第１期復興計画（第３次）に記載されている１０の



参考資料「第２期福島県復興計画 令和３年３月」抜粋
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『第２期福島県復興計画』復興まちづくり・交流ネットワーク基盤強化

〇復興まちづくり、交通基盤の整備、防災・災害対策の推進
【成果】

・ 公共土木施設や海岸施設（堤防等）の災害復旧工事は、全体の97％が完
了（令和３年２月末時点）。防災緑地の整備は完了し、海岸防災林の整備も進捗。

・ 常磐自動車道は全線で供用が開始し、ふくしま復興再生道路の整備も進
捗。さらに、JR常磐線が全線で運転が再開するなど都市間の移動時間が短縮。

・ 防災意識の啓発に向けて、防災ポータルサイトを開設したほか、福島県防
災ガイドブック「そなえるふくしま」を活用し、家族を対象とした防災セミナーや出
前講座を実施。また、災害時の対応に向けて、県内外の自治体及び民間団体等
と288の応援協定を締結（令和２年１０月１日時点）。

【課題】 → 対応策 ３安全・安心な暮らしプロジェクト
① 道路整備の着実な推進。
② JR常磐線、福島空港、相馬港及び小名浜港の利活用促進、JR只見線の

早期復旧と利活用促進。
③ 防災意識の向上に向けた継続的な取組。
④ 災害時における広域的な連携・連絡体制の強化。



国道288号は、緊急輸送道路の第二次確保路線にも位置づけられる中通りと浜通りをつなぐ重要
な道路であり、県復興計画の「避難地域等復興加速化プロジェクト」において、「ふくしま復興再
生道路」と位置づけています。

このうち、船引バイパスは、田村市船引町中心部の交通渋滞の緩和とともに良好な市街地環境の
形成を図るための延長Ｌ＝6.8kmの道路です。

国道288号（船引バイパス） 〈田村市船引町春山地内 外〉

事業の必要性と効果

延長L=6.8km 幅員W=6.5（11.0）m
・H25年度 1工区改良舗装工
・H27年度 １工区開通
・H28年度 ２工区改良工事着手
・H30年度 ３工区改良工事着手
・Ｒ４年度 ２－１工区供用開始

事業概要

国道２８８号が、災害発生時に主要拠点を接
続する緊急輸送道路ネットワークを構成し、そ
の機能を発揮させる上では、田村市船引町中心
市街地において幅員が狭く、大型車の通行に支
障を来すとともに交通渋滞が発生している区間
を解消する必要があります。

本事業により、災害に強い道路ネットワーク
の構築及び田村市船引町中心市街地の渋滞緩和
を図り、安全で円滑な交通を確保します。
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１工区 ２工区

延長L=2.0km

３工区

延長L=2.1km延長L=2.7km

全体計画 延長L=6.8km 幅員W=6.5(11.0)m

N

S

W E

至

双
葉
町

至

郡
山
市

位置図

①供用状況（２－１工区）（R7.2）

2-1工区

R4.9.28
延長L=866m供用

至 郡山市

③橋梁工事（3-3工区）（R7.2）

１） 県中地域の暮らしを守り安全・安心を確保する

① 災害に強い道路ネットワークの構築

至 郡山市

至 郡山市

令和7年度の事業内容

11000

2500 8500

750 32503250 1250

5001000

・２工区 道路改良工事、舗装工事、物件補償、
調査

・３工区 道路改良工事、舗装工事、橋梁上部
工事、物件補償、調査

標準横断図

②道路改良工事（3-1工区）（R7.2）



いわき石川線は、物流面においても、国道４９号を補完し、浜通りと中通りをつなぐ地域連携道路
として、県復興計画の「安全・安心な暮らしプロジェクト」に位置づけています。

この道路の整備により、南東北の物流拠点である重要港湾小名浜港から中通りをはじめとする県内
各産業集積地への物流を支え、地域間の連携強化を促進することを目的に整備を進めています。

このうち、石川バイパスは、石川町中心部における大型車の円滑な通行と交通渋滞の緩和を図るた
めの延長5.0kmのバイパスです。

県道いわき石川線（石川バイパス）〈石川郡石川町大字双里地内外〉

・１工区 道路改良工事

石川町中心市街地は道路の幅員が狭いため、大
型車の通行に支障を来すとともに交通渋滞が発
生しています。

本事業により、石川町中心市街地の渋滞緩和
と、物流拠点を連携するネットワークの整備を
図ることで、円滑な交通を確保します。

事業の必要性と効果

延長Ｌ＝5.0km 幅員Ｗ＝6.5（11.0）m
・H12年度 １工区の工事着手
・H29年度 ２工区の工事着手
・R４年度 2工区開通（R5.2.25）

事業概要

令和７年度の事業内容

1７

位置図

石川町

全体計画 延長L=5.0km 幅員W=6.5(11.0)m

古殿須賀川線

至 いわき市
至 R118

N

S

WE

飯
野
三
春
石
川
線

１工区 ２工区

延長L=3.４km
R5.2.25開通

延長L=1.6km

現道状況（H19.7)

標準横断図

11000500

至 国道118号

現場状況（１工区切土区間）(R7.3) 2工区開通状況(R5.2)

至 いわき市

至 R118

至 R118至 いわき市

１） 県中地域の暮らしを守り安全・安心を確保する

① 災害に強い道路ネットワークの構築



国道288号（富久山バイパス） 〈郡山市富久山福原地内〉

・用地補償
・擁壁予備設計

事業の必要性と効果

延長Ｌ＝1.7km
幅員W=14.0(25.25)ｍ

・Ｈ１１年度 事業着手
・Ｈ２１年度 2車線一部暫定供用開始
・R４年度 富久山大橋4車線供用

事業概要

令和７年度の事業内容

至 三春町

１８

位置図

標準横断図

現道状況

L=1.7km  W=14.0(25.25)m
N

S

W E下郷町至

会
津
若
松

至 三春町

至

白
河

開通状況（富久山大橋）(Ｒ５.３)

阿武隈川

国道288号は、中通りと浜通りを東西に結ぶ、県内の産業、経済、観光、文化、生活を支える
重要な路線でるとともに、緊急輸送道路にも指定された重要な路線にもなっています。

富久山バイパスは、災害に強い道路ネットワークの構築及び中心市街地の渋滞緩和を図り、安全
で円滑な交通を確保します。

国道２８８号は緊急輸送道路に位置づけられ
ており、災害発生時に主要拠点を接続する緊急
輸送道路ネットワークの構築を図る必要があり
ます。このうち、郡山市富久山町の福原地区か
ら北小泉地区は、道路の幅員が狭く、大型車の
通行に支障を来すとともに交通渋滞が発生して
います。

本事業により、幅員狭小区間を解消し、安全
で安心な通行を確保するため、延長L=1.7km
のバイパス整備を進め、交通渋滞の緩和ととも
に良好な市街地環境の形成を図ります。

L=0.7km R５年３月２７日供用

１） 県中地域の暮らしを守り安全・安心を確保する

① 災害に強い道路ネットワークの構築



逢瀬川は、猪苗代湖の東方を源流に馬場川や亀田川と合流し、郡山市の市街地を貫流して阿武隈川
へ流下する一級河川です。

郡山市中心市街地の区間においては、河川断面が狭小であったため、これまでの集中豪雨等により
沿川家屋等への浸水被害が発生しています。

このことから、郡山市中心市街地における浸水被害の軽減を図るため、河川改修を進めています。

逢瀬川 〈郡山市若葉町地内〉

本河川は、郡山市中心市街地部において沿川に家屋や道路が近接しており、また旧国道４号逢瀬橋
下流ではJR橋等もあるため河川断面が小さく流下能力が著しく不足していました。昭和61年８月台
風１０号に伴う洪水により甚大な被害が発生したことを契機に河川改修に着手しました。

旧国道４号より下流区間は河川激甚災害特別緊急事業により河道整備が完了しましたが、旧国道４
号より上流部においても、河川断面が小さく流下能力が不足しています。

このことから、本事業により河道を広げ、堤防高を上げることにより流下能力を高め、郡山市中心
市街地の浸水被害軽減を図るとともに、出水期における安全安心を確保します。

事業の必要性と効果

全体計画 延長L= 1.3km（重点整備区間）
事業着手 昭和63年度
事業内容 河道拡幅・築堤護岸延長L=1.3km

橋梁工幅員N=3橋 ほか

事業概要

・咲田橋下部工・上部工（R5-R7債務）

・護岸工

・物件補償（市道橋咲田橋関連）ほか

令和7年度の事業内容

19

標準横断図

重点整備区間
延長L=1.3km

逢瀬川 全体計画 延長L=1.3km

激特区間 延長 L=2.2km

位置図

阿
武
隈
川

大窪橋

逢瀬橋

令和元年１月出水状況
（大窪橋周辺）

咲田橋

幕ノ内橋

咲田橋

下流（右岸）から咲田橋方向幕ノ内橋（令和６年５月供用）

１） 県中地域の暮らしを守り安全・安心を確保する

② 激甚化・頻発化する水災害に対応する実効性を高める流域治水の推進

咲田橋 橋脚整備状況



谷田川 〈郡山市田村町下行合地内 外〉

台風19号被災状況

事業の必要性と効果

事業概要

谷田川 全体計画 延長L=4.62km

激特区間 延長 L=4.22.km

令和７年度の事業内容

位置図
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谷田川は、郡山市東方を源流として、黒石川と合流し阿武隈川へ流下する一級河川です。
令和元年10月12日から14日の台風19号による大雨により谷田川（郡山市田村町下行合地内）で

は堤防が2箇所で破堤するなど甚大な被害が発生しました。
このことから、郡山市中心市街地における浸水被害の軽減を図るため、河川整備を進めています。

本箇所は、昭和61年8月４～5日の災害を受けて昭和６１年度から平成２年度にかけて河川激甚災
害対策特別緊急事業（激特事業）により河川整備を実施しました。

令和元年に発生した台風１９号では豪雨により２箇所で破堤し、浸水住宅戸数約９７９戸、浸水事
業所約３８４社等の甚大な被害が発生しました。

このため、令和２年度から補助事業により河道掘削や護岸工、堤防補強（堤防舗装、法尻補強等）
を集中的に実施し、郡山市中心市街地の浸水被害軽減を図るとともに、出水期における安全安心を確
保します。

全体計画 延長L= ４.62km
令和元年度まで 河道掘削工実施

事業着手 令和２年度
事業内容 河道掘削工、護岸工、堤防補強工

※河道掘削工は令和3年度完了済

・護岸工（高水護岸工、低水護岸工）
・築堤工（堤防盛土）

R４９

大橋

谷田川橋

谷田川

阿武隈川

谷田川

護岸工施工状況

法尻補強施工状況

１） 県中地域の暮らしを守り安全・安心を確保する

② 激甚化・頻発化する水災害に対応する実効性を高める流域治水の推進



黒
森
川

車
川

小野町
役場

②右支夏井川 重点整備区間（上流工区）Ｌ=1,0kｍ

S61.8.5浸水

H2.9.19浸水

赤
沼
橋

稲荷橋

五条橋
（歩道）

右支夏井川は、黒石山の南方を源流として、小野町中心市街地を貫流し、夏井川へ合流する河川
です。

小野町中心市街地においては、家屋等が密集し、河川断面が狭小であるため、これまで集中豪雨
等により浸水被害が発生しています。

このことから、小野町中心市街地の浸水被害の軽減対策を図るため、河川整備を進めています。

右支夏井川〈田村郡小野町大字小野新町地内〉

・小野橋上流～黒森川 築堤護岸工､樋管工
付替道路工､地下水調査

・赤沼橋～光明院橋 築堤工

・夏 井 川 合 流 点 河道開削工

・下 流 工 区 設計

小野町中心市街地は、JR橋や小野橋等、地形上の問題から河川断面が小さく、流下能力が不足
しています。このため、昭和61年8月の台風10号などの大雨時に浸水被害が発生しています。

本事業により河道を広げることで流下能力を高め、小野町中心市街地の浸水被害の軽減を図り、
出水期における安全・安心を確保します。

事業の必要性と効果

事業概要 令和7年度の事業内容

出水状況：重点改修区間② 小野橋下流(H10.8)
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現場状況：右支夏井川の改修状況(Ｒ6.4)

光
明
院
橋

荒町橋
（歩道）

小野橋
（県道）

長生橋
（町道）

広域河川改修全体計画 延長L＝5.4km
重点改修区間
①下流工区（小治郎橋～平舘橋）

延長 L＝1.0km
・平成 8年度 事業着手
・平成26年度 完成

②上流行区（稲荷橋～役場裏）
延長 L＝1.0km
・平成26年度 事業着手

平面図

１） 県中地域の暮らしを守り安全・安心を確保する

② 激甚化・頻発化する水災害に対応する実効性を高める流域治水の推進
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今出川は、石川郡古殿町の大笹山を源流として、石川町中心市街地を貫流し、北須川へ合流する河
川です。
石川町中心市街地においては、家屋等が密集し河川断面が狭小であるため、これまで集中豪雨等によ
り浸水被害が発生しており、令和元年東日本台風においては、床上浸水414戸の浸水被害が発生し
ました。

このことから、石川町中心市街地の浸水被害の軽減対策を図るため、河川整備を進めています。

標準横断図

今出川 ＜石川郡石川町南町地内＞

現況写真(H27.)

石川町中心市街地は、北須川・今出川の狭窄部で地形上の問題から河川断面が小さく流下能力が不
足しています。このため、令和元年東日本台風などの大雨時に浸水被害が発生しています。

本事業により河道を広げることで流下能力を高め、石川町市街地周辺の浸水被害の軽減を図り、出
水期における安全・安心を確保します。

事業の必要性と効果

全体計画 延長Ｌ＝３００．０ｍ
（河道掘削工、護岸工、橋梁架替工）

Ｈ28年度 測量調査着手

事業概要

全体計画 延長Ｌ＝300ｍ

・１工区
築堤護岸工､樋管工､河道開削､地下水調査

・２工区
用地補償

令和7年度の事業内容

位置図

斜面崩壊状況 H29完了状況

事業区間

今
出
橋

旭
橋

今
須
橋

通
学
橋

1工区 延長Ｌ＝200 m 2工区 延長Ｌ＝100ｍ

標準横断図
出水状況：R元東日本台風

平面図

１） 県中地域の暮らしを守り安全・安心を確保する

② 激甚化・頻発化する水災害に対応する実効性を高める流域治水の推進



流域治水の概要

○ 流域治水は、河川の護岸や堤防を整備するなどの行
政の取り組みとあわせて、地域の企業や住民の皆さま
の協力を得ながら、一緒に水災害に備えていこうとい
う考え方のこと。

○ その対策は、以下の３つの柱で構成される。
①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
②被害対象を減少させるための対策
③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
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１） 県中地域の暮らしを守り安全・安心を確保する

② 激甚化・頻発化する水災害に対応する実効性を高める流域治水の推進

R４.１０に「流域治水」の取組を加速させるため、
有識者、国、県、流域市村を委員とした「逢瀬川
及び谷田川流域水害対策検討会」を設立

R5.8 第３回検討会において特定都市河川の制
度を活用し、法手続きを進めていくことについて
関係者の了承を得た。

R5.3 第２回検討会

R6.1 指定法定聴取（県知事➝市町村長）
R6.2 大臣同意協議（県知事➝国土交通大臣）

R6.3.26 告示

R6.７.１ 指定

○ 国、県、市町村、有識者等で構成する「流域
水害対策協議会」(令和６年度設立)により、流域
水害対策計画の策定に向けて検討を進める。

○ 流域水害対策計画とは、洪水・雨水出水により
想定される浸水被害に対し、概ね20～30年の間
に実施する具体的な取組を定めるもの。

関係者の協働により、計画に基づき
「流域治水」を本格的に実践

特定都市河川に係るホームページアドレス
＜土木企画課＞
https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41025a/
＜県中建設事務所＞
https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41025a/to
kuteitosikasen.html

福島県流域治水
プロジェクト！

下水道整備

排水ポンプの
運転調整

移転等の促進

保全調整池

貯留機能保全区域

校庭貯留

河川管理者による
雨水貯留浸透施設

の整備

宅地内排水設備に
貯留浸透機能を付加

雨水浸透阻害
行為の許可

浸水被害防止区域

浸水被害防止区域

河川改修

公園貯留

雨水貯留浸透施設
整備計画の認定

他の地方公共団体の負担

○ 令和元年東日本台風をはじめ、逢瀬川流域、谷田川
流域では、たびたび甚大な浸水被害が発生している。

○ 各河川の地域特性と今後の気候変動による降雨量の
増加等を考慮し、これまで以上に実効性のある浸水被
害の軽減を図る対策を進めるため、逢瀬川及び谷田川
を特定都市河川に指定した。

○ 逢瀬川及び谷田川の流域で設立した「流域水害対策
協議会」により、これまで以上に実効性のある浸水被
害の軽減を図るべく、流域全体で取り組む流域水害対
策計画の策定を進める。

浸水被害対策のイメージ

特定都市河川の取り組み

特定都市河川に指定するとできること
・流域水害対策協議会の設置
・流域水害対策計画の策定
・河川改修等のハード整備の加速化
・雨水貯留浸透施設設置の促進
・浸水被害防止区域や貯留機能保全区域の指定

（特定都市河川へ指定までの経過） （令和７年度以降の取り組み）
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公共土木施設の長寿命化と効果的な維持管理

公共土木施設等の長寿命化を図るなど、計画的かつ効率的な維持管理を行います。
また、公共施設の包括的維持管理を実施するとともに、将来に向けた維持管理手法の検討に取り組みます。

①公共土木施設の長寿命化

県が管理する橋りょうや河川水門については、施設の
長寿命化計画に基づき、計画的な修繕を実施します。

◆橋りょうの長寿命化
県中建設事務所管内では、対象となる橋りょう８６４

橋のうち、橋りょう点検の結果、損傷度が「ランク３」
以上の橋りょうについて、点検から５年以内に補修する
よう計画的に進めています。

橋りょう点検は、平成２６年度から開始し、５年に１
回の頻度で点検を進めており、令和６年度より３巡目の
点検に着手しています。

今後とも、効率的な維持管理に努めます。
松ノ中ボックスカルバート 点検状況

原歩道橋 点検状況舟津橋 点検状況

②包括的維持管理の実施と検証

降雪時緊急対応地下歩道徒歩パトロール

夜間道路パトロール 異常気象時道路パトロール（大雪）

新橋 橋梁補修完了原歩道橋 橋梁補修完了

わかば歩道橋 点検状況

逢瀬川橋 橋梁補修完了 坂口橋 橋梁補修完了

側溝清掃 業務検討委員会道路除草 道路支障木伐採

１） 県中地域の暮らしを守り安全・安心を確保する

③ 県中地域の国土強靱化と維持管理

県中建設事務所管内では、下記４事務所において、
維持管理に関する各種業務を「一括契約・共同受注」
により実施しています。
①県中建設事務所

管内全体の道路・河川・砂防施設の維持管理
②あぶくま高原道路管理事務所

矢吹小野線（あぶくま高原道路）の維持管理
③石川土木事務所

管内全体の道路・河川・砂防施設の維持管理
④須賀川土木事務所

管内全体の道路・河川・砂防施設の維持管理

この取組は、試行事業として位置づけられており、
事業の効果について検討委員会による検証を行いなが
ら業務改善を図っています。



福良工区（未供用区間）
・道路改良工事

本事業により、バイパス整備による幅
員狭小や線形不良区間の解消を行い、安
全で円滑な交通を確保します。

定時性の向上・所要時間の短縮により、
地域間の連携強化、物流の効率化が図ら
れます。

事業の必要性と効果

延長L=４.7km 幅員W=6.5(８.５)m
・H2１年度 事業着手
・R４年度 福良工区の部分供用を開始
・R６年度 赤津工区の部分供用を開始

事業概要

令和７年度の事業内容

国道２９４号（福良バイパス）〈郡山市湖南町福良地内外〉

2５

一般国道２９４号は、県南地域と会津地域をつなぐ地域連携道路であり、県復興計画の「復興
まちづくり・交流ネットワーク基盤強化プロジェクト」に位置づけています。

福良バイパスは、幅員狭小、線形不良の箇所が続き、交通の隘路となっており、大型車等の円
滑な通行を図るための延長４.７ｋｍのバイパスです。

福良バイパス 延長L=4.7km

N

S

W E

赤津工区

延長L=2.5km

福良工区

延長L=2.2km

至 会津若松市

現道状況

標準横断図

位置図

２） 観光や物流の交流促進と産業振興を支える拠点間のアクセス道路の整備を進める

① 広域観光と物流への支援

開通状況(R7.3)

至 会津若松市



いわき石川線は、物流面においても国道４９号を補完し、浜通りと中通りをつなぐ地域連携道
路として、県復興計画の「安全・安心な暮らしプロジェクト」に位置づけています。

特に、南東北の物流拠点である重要港湾小名浜港から中通りをはじめとする県内各産業集積地
への物流を支え、地域間の連携強化を促進することを目的に整備を進めています。

このうち、長光地工区は、急カーブや道路の幅員が狭い箇所について、交通の安全性を高める
ため道路の整備をしています。

・用地補償
・施設設計

本事業により、急カーブや幅員狭小区
間の解消を行い、安全で円滑な交通を確保
します。

定時性の向上・所要時間の短縮により、
地域間の連携強化、物流の効率化が図られ
ます。

事業の必要性と効果

H24年度事業着手
延長L=1.62km 幅員W=6.5(11.0)m

事業概要

令和７年度の事業内容

いわき石川線（長光地工区）〈石川郡古殿町大字鎌田地内〉

長光地工区 延長L=1.62km

古殿町

鮫川村

N

S

W E

い
わ
き
市

石川町

勿来浅川線

前木

2６

至 いわき市 至 いわき市

位置図

現道状況 現道状況

標準横断図

２） 観光や物流の交流促進と産業振興を支える拠点間のアクセス道路の整備を進める

① 広域観光と物流への支援



都市計画道路内環状線は、国道４号あさか野バイパスを起点とし郡山駅を中心とする市街地を北
側に迂回して郡山市東部地域へ繋がる環状道路です。本路線の整備により郡山市駅周辺への流入交
通が削減されるとともに、環状道路を利用した多様なルート選択が可能となり市街地の交通混雑の
緩和が見込まれます。また、都市機能が集中する郡山市と周辺市町村を連絡する広域的な活用も期
待されている道路です。

都市計画道路内環状線（西原工区） 〈郡山市富久山町地内〉

・用地補償
・交差点改良工事

内環状線の整備により、環状道路を利用した多
様なルート選択が可能となり市街地の交通混雑
の緩和が期待されます。
また、機能的な幹線道路ネットワークを形成し、
都市交通の円滑化を図ります。

事業の必要性と効果

延長Ｌ=900.0m
幅員W=27.０ｍ

・R4年度 事業着手

事業概要

令和７年度の事業内容

北側から南側を望む

位置図

標準横断図

現道状況)

延長L=900.0m  幅員W=27.0m

N

S

W E

出来上がりイメージ

北側から南側を望む

2７

3.25 2.0
27.0

3.25 3.25 3.25
0.5

4.0 1.5 4.01.5
0.5

３）過疎・中山間地域や空洞化する中心市街地の活性化のため、地域の魅力を高める地域づくり

を支援する

① 中心市街地の活性化



都市計画道路須賀川駅並木町線は、JR須賀川駅から中心市街地を南北に縦貫し国道１１８号に
至る骨格道路です。周辺には市役所等の官公庁、病院など多くの公共施設が位置し、駅へのアクセ
ス道であると共に、通学路や福島県第５次地震防災緊急事業五箇年計画で避難路に指定される重要
路線であり、また、二百年以上の歴史を持つ須賀川市最大の夏祭り「きうり天王祭」が本路線にて
行われており、地域の歴史や文化を見直したまちづくりの活動においても重要な役割を担ってるこ
とから、延長L=0.5kmの街路整備を進め、渋滞解消やにぎわい創出を促進します。

都市計画道路須賀川駅並木町線（南町工区） 〈須賀川市南町地内〉

・改良舗装工事
・用地補償

南町工区は、道幅が狭く歩道も無いことか
ら、朝夕には交通の渋滞が生じていました。

当該区間を歩車道の拡幅や電線共同溝による
無電柱化を実施することにより、地域の歴史や
文化を活かし、都市防災機能の向上、地域の活
性化を推進します。

事業の必要性と効果

延長Ｌ=500m
幅員W=１６.０ｍ
・Ｈ２９年度 事業着手

事業概要

令和７年度の事業内容

至 須賀川駅

位置図

標準横断図

現道状況(H28.4)

延長L=500m  幅員W=16.0m

N

S

W E

須賀川市

至

下
郷
町

出来上がりイメージ（本町工区より）

至 R118
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３）過疎・中山間地域や空洞化する中心市街地の活性化のため、地域の魅力を高める地域づくり

を支援する

① 中心市街地の活性化

用
地
幅
杭

用
地
幅
杭

（路上施設）（路上施設）

基層工（再生粗粒度As20　t= 5cm）

上層路盤工（M-40　t=15cm）

下層路盤工（RC-40　t=15cm）

表　層　工（排水性混合物　t= 5cm）

車止め

円形側溝（400×500）

車止め

2.00% 2.00%0.50% 0.50%

置　換　土（良質土CBR20%以上 t=60cm）

地先境界ブロック

円形側溝（300×500）

誘導ブロック
誘導表示平板 H=8cm
位置表示平板 H=6cm

中間層工（密粒度As20　t= 5cm）

地先境界ブロック

透水性舗装（t=3cm）

路盤(粒状路盤　t=15cm)

フィルター層（砂　t=5cm）

ポーラスコンクリート舗装（t=8cm）

3000 500 1500 3000 3000 1500 500 3000

3500 9000 3500

16000



猪苗代湖サイクリングルート（イナイチ）

２９

３）過疎・中山間地域や空洞化する中心市街地の活性化のため、地域の魅力を高める地域づくり

を支援する

② 持続可能な地域づくり

猪苗代湖を核としたサイクルツーリズムを推進するため、サイクリストが快適で安全・安心に走
行できる環境の整備、受入環境の充実、情報発信等に取り組むことにより、来訪者の増加と地域活
性化の促進を目的として、「猪苗代湖サイクリングルート整備推進協議会」を設置。

「猪苗代湖サイクリングルート整備推進協議会」
・令和３年１２月に設立
・メンバー：福島工業高等専門学校教授、福島県サイクリング協会、民間企業、国土交通省、福島県、

関係市町（郡山市、会津若松市、猪苗代町）

快適で安全・安心にサイクリングができる環境の整備

○モデルルートの設定
 令和４年度協議会で決定

○走行環境の整備
 ルート案内や走行環境等に関する利用者意見を収集するための社会実験、協議会関係者による

試走会を実施し、その結果を踏まえた走行環境整備計画（ルート案内や注意喚起に関する整備
方針や設置場所、デザイン等の整備計画）を令和６年３月に策定。（令和７年３月一部改定）

 走行環境整備計画に基づき、令和６年度からルート案内看板や路面表示、注意喚起看板の整備
を行う。

協議会状況（R6.2）試走会状況（R5.6）

サイクルツーリズム推進のための取組

 本ルートの一部を活用した「CYCLE AID JAPAN in 郡山 ツール・ド・猪苗代湖」が毎年開
催されている。

 休憩所などの受入環境整備、広報・サービス面の充実などに関する取組を検討し、実施してい
く。

ルート案内看板、注意喚起看板のデザイン
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令和７年度組織運営目標２

◆ 職員一人一人が服務規律を厳正に保持し、土木部スタンダードに基づく行動を実践
するとともに、業務の効率化に取り組み、県民の視点に立った組織を目指す。

（１）基本方針

（２）組織運営目標

① 県民から信頼される組織（土木部スタンダードの実践と不祥事等の発生防止

② 働き方改革の実践（建設DXの推進と業務の効率化）

③ 技術力の継承と向上

④ 働きやすい職場づくり

（３）土木部スタンダード（行動規準）

（４）県中建設事務所スタンダード（行動規準）

私たちは、福島県の真ん中から交通・生活・交流など、福島県の発展を支えます。

① 私たちは、現場主義を徹底し、県民の視点に立ち、課題解決にしっかりと取り組みます。

② 私たちは、笑顔でさわやかな応対をこころがけるとともに、丁寧で分かりやすい説明と効果的

な広報に努めます。

③ 私たちは、原理・原則を遵守し、日々の研鑽に努め、適正に事務を執行します。

④ 私たちは、社会の変化を的確に捉え、柔軟な発想を持ち、業務の改善に継続して取り組みます。

⑤ 私たちは、互いに信頼し、報告・連絡・相談がしやすい風通しのよい職場づくりに努めます。
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ホームページでは、大きく７の項目に分類し、当事務所の事業案内をはじめ、報道機関向けに発表し
た資料（プレスリリース）、入札に関する情報や県営住宅情報などの各種情報をタイムリーに提供して
います。 また、県民の皆さまへ私たちが行っている「代表的な事業の進捗状況」や「県中地域に関する
情報」などの取組内容を正しく理解していただけるよう情報を発信しています。

県中建設事務所のホームページアドレス： http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41320a/

《 ホームページの提供内容 》

① 事務所からのお知らせ
・交通規制、主要事業の進捗状況、プレスリリース、台風１９号情報などを掲載しています。

② 県営住宅情報
・県営住宅の入居申し込みや入居者募集情報などを掲載しています。

③ 入札に関する情報
・発注工事予定情報や入札結果などを掲載しています。

④ 各種様式集
・見積もり、契約、工事、行政に関する各種様式集を掲載しています。

⑤ その他トピックス
・管内概要、建設工事安全対策重点計画などの情報を掲載しています。

⑥ 県中建設事務所の防災情報
・道路情報、雨量や河川の水位などの各種情報を掲載しています。

⑦ 事務所案内
・事務所の案内図などを掲載しています。

当事務所では、復興・再生の加速化や防災・減災、国土強靭化を推進するため、職員が一丸となり各種
事業等を進めており、代表的な事業の進捗状況及び工事概要を紹介しています。

事務所入口に備え付け・配布し、ホームページにも掲載しています。

県中建設事務所のホームページ

主要事業の進捗状況

情報発信の取組３



県中建設インスタグラム

ケンチューブ（県中建設YouTube）

復旧・復興や災害復旧の工事などをはじめとした当事務所の取り組みについて、動画サイトである
YouTubeを活用し、動画による広報活動を行っています。

管内における当事務所の取組や活動内容、土木・建築の魅力について、SNSサービスのインスタグラム
により、管内の自然・観光・イベント等も交えながら情報を発信し、不特定多数をターゲットとして興
味を持ってもらうため、定期的に配信しています。

県中建設事務所インスタグラムアドレス
https://www.instagram.com/kentyu_public_works_office/

ケンチューブ（県中建設YouTube）
https://www.youtube.com/channel/UCysk016ZGInU5pDzq1kTzjw

ニューズレター

当事務所では、一般の方へ建設業の魅力や役割について発信する
ため、四半期毎に県中建設の事業実施状況や取組をまとめたニュー
ズレターを発行しています。

３２

SNS画面



（１） 道路・河川パトロール

適正な道路・河川の維持管理を図るパトロール範囲

県中建設事務所 ：郡山市

三春土木事務所 ：田村市、三春町、小野町

須賀川土木事務所：須賀川市、鏡石町、天栄村

石川土木事務所 ：石川町、玉川村、浅川町、平田村、古殿町

あぶくま高原道路管理事務所：あぶくま高原道路（福島空港ＩＣ～小野ＩＣ）、

県道小野富岡線（小野IC～いわき市川前町小白井）

道路区域、
道路施設等の
安全確認

河川区域、
河川管理施設
等の安全確認

道路パトロール

河川パトロール

現状の状況確認
（パトロール）
・道路の穴（ポットホール）
・ガードレール等の破損
・道路に近接する樹木の

支障状況等

現状の状況確認
（パトロール）
・不法占用
・ゴミの投棄・焼却
・油の流出
・護岸、階段等の点検等

異常
発見

パトロールカーによる
現場処理
・道路の小さな穴埋や

落下物の撤去等一時
的な処理

パトロールカーに
よる現場処理が
できないとき

報告

指示

指示

報告

報告

報告

事務所内の
道路補修員による
現場処理

委託業者
による
現場処理

県
中
建
設
事
務
所

３
土
木
事
務
所

１
管
理
事
務
所

3３

１ 道路・河川の維持管理

（２） 道路パトロールの広報活動

毎年8月1日から8月31日までの「道路ふれあい月間」

の行事の一環として、8月10日の「道の日」に合わせ、

道路利用者に道路の管理についての理解を深めてもらう

ため、県民の方々による「民間一日道路パトロール」を

実施しています。

令和7年度も、8月に民間一日道路パトロールの実施を

予定しています。

民間一日道路パトロール状況 （参考）

道路パトロールカー
（パトロール要員３名）

公 物 管 理

県
中
建
設
・
３
土
木
事
務
所
・
１
管
理
事
務
所

ⅤⅤ
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２ 異常気象・地震時の体制

福
島
地
方
気
象
台

警報解除

県中建設・３土木事務所・１管理事務所
水防体制
●災害情報連絡

水防、被害情報の収集、報告、連絡、広報
●巡視

道路、河川、緊急応対箇所の巡視
●水防活動

応急対策
●建築物管理

県営住宅の管理

（１） 異常気象・地震時の事務所体制

警報発令

現況報告

被害報告

企画技術総室

道路総室

河川港湾総室

都市総室

建築総室

応
急
工
事

依
頼

地域住民
市町村等 関係市町村

建設業協会
各支部

大雨・洪水
警報等

震度5弱以上
の地震

異常出水
災害発生

（２） 異常気象時の緊急対応

近年、冬期間にまとまった積雪が多いことから、異常気象時の緊急対応として通行車両や住民の

安全確保のため、人家連たん地区の除雪（排雪）を実施しています。

平成２６年２月豪雪の経験を踏まえ、関係機関の相互協力と臨機な対応による豪雪（緊急）時の

円滑な交通と、地域の安全・安心の確保を目的に、「県中地方冬期交通円滑化連絡協議会」を平成

２６年１２月に設立しました。

主な取組内容としては、国道、県道、市町村道の各道路管理者が連携した相互乗り入れによる除

雪作業や緊急確保路線、ＩＣアクセス道路を最優先路線とした除雪体制の強化に努めています。

除雪（排雪）前状況 除雪（排雪）中状況 除雪（排雪）後状況

情
報

状
況
確
認
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（３） 情報の提供

県中建設事務所ホームページのトップページに、県中地区の防災情報を公開しています。

防災情報を、道路情報、河川･土砂災害の情報、気象情報、ライブカメラに分け、情報を取得

しやすくしています。

県中建設事務所のホームページアドレス
http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41320a/



◆地域の方々やNPO法人などの実施団体、道路（河川）管理者と地元自治体とのパートナーシップ
の形成を図ることにより以下の効果が期待されます。

１ ボランティア活動の活性化
２ 良好な道路（河川）環境の創出
３ 地域の方々や道路（河川）利用者の満足度の向上
４ 道路（河川）への愛着心と美化意欲の向上
５ 道路（河川）利用者のマナーの向上

3６

（２） 道路愛護思想の普及啓発の推進

◇ 道路愛護団体等に対する表彰 ◇
例年、道路の愛護等に関し著しい功績のあった団体及び個人に対し、国土交通大臣による

感謝状、公益社団法人日本道路協会による道路功労者表彰、福島県道路愛護会長（県知事）
表彰が行なわれています。

◆ 道路愛護会長表彰 個人の部 ◆
令和３年度に、県中建設事務所管内から２個人が表彰されました。

実施団体
地域住民、NPO

企業社員グループなど
・歩道の清掃活動
・植樹帯の維持管理活動
・その他道路美化活動

地元自治体
市 町 村

・収集ゴミの回収・処理
・実施団体と維持管理者

の連絡調査
・その他清掃活動等への支援

道路管理者
福島県・市町村

・活動をPRする看板の設置
・清掃用具等の貸与
・保険の加入
・その他清掃活動等への支援

サポート サポート

協 力

合 意

国道１１８号
（須賀川市）

あぶくま洞都路線
（田村市）

「うつくしまの道（川）・サポート制度は、地域の方々と市町村、道路（河川）管理者の三者
が協働して、道路（河川）の清掃、美化活動を行うものであり、道路（河川）への愛着心を育て
ながら、地域にふさわしい道（川）づくりを進めるものです。

道路（河川）管理者と市町村は、道路（河川）の清掃、美化活動を行う地域住民グループに対
して、清掃具の貸与、保険の加入、ゴミの回収などを支援しています。

令和６年３月末現在、県中建設事務所管内において、うつくしまの道サポート制度に３２団体
うつくしまの川サポート制度に６団体の合計３８団体が協定を締結し、道路や河川の清掃・美化
活動を行っています。

地域の方々による道路愛護活動（清掃・美化・植栽等）の普及啓発活動をしています。

３

（１） うつくしまの道（川）・サポート制度

地域住民との協働による道路・河川の維持



ⅥⅥ
令和６年度の主な竣工箇所

１ 箇所図

道⑥

道②

道③

道④

道⑤

道⑦

道①

道⑧

道⑨ 道⑩

河①②

河③

河④

河⑤

河⑥

河⑦

河⑧

砂①

砂②

建築

凡例
●道路関係①～⑩
●河川関係①～⑧
●砂防関係①～②
●建築

3７



3８

着手前 完成後

至 大熊町

２ 道路関係

至 郡山市至 郡山市

至 双葉町

至 三春町

至 川俣町

道①工事名：道路橋りょう整備（交付）工事（改良舗装）
路線名：国道２９４号 箇所名：郡山市湖南町福良地内

至 双葉町
至 双葉町

至 三春町

至 小野町
至 いわき市

至 小野町

至 いわき市

至 白河市

至 会津若松市至 会津若松市

至 白河市

至 会津若松市
至 会津若松市

至 会津若松市
至 会津若松市

至 白河市 至 白河市

至 白河市 至 白河市



３９

着手前 完成後

至 会津若松市

道②工事名：道路橋りょう整備（交付）工事（改良舗装）
路線名：国道２９４号 箇所名：岩瀬郡天栄村大字大里地内

至 矢吹町

至 小野町 至 小野町

至 会津若松市 至 会津若松市

至 白河市
至 白河市

至 会津若松市 至 会津若松市

道③工事名：道路橋りょう整備（交付）工事（改良舗装）
路線名：いわき石川線 箇所名：石川郡古殿町大字仙石地内（松川工区）

至 石川町 至 石川町

至 いわき市 至 いわき市



４０

着手前 完成後

道④工事名：道路橋りょう整備（交付）工事（改良舗装）
路線名：磐城浅川停車場線 箇所名：石川郡浅川町大字浅川地内

至 須賀川市 至 須賀川市

至 石川町

至 石川町

至 棚倉町

至 棚倉町

至 磐城浅川駅 至 磐城浅川駅

道⑤工事名：道路橋りょう維持（維補）工事（舗装補修）
路線名：矢吹小野線（あぶくま高原道路） 箇所名：田村郡小野町大字菖蒲谷地内

至 矢吹ＩＣ至 矢吹ＩＣ



4１

着手前 完成後

至 須賀川市至 須賀川市
至 矢吹ＩＣ 至 矢吹ＩＣ

至 須賀川市 至 須賀川市

道⑥工事名：道路橋りょう維持（維補）工事（舗装補修）
路線名：郡山大越線 箇所名：郡山市大町２丁目地内

至 須賀川市 至 須賀川市

道⑦工事名：道路橋りょう維持（補助）工事（構造物補修）
路線名：国道288号（原歩道橋） 箇所名：郡山市日和田町字原地内

道⑧工事名：道路橋りょう維持（補助）工事（橋梁補修）
路線名：小野四倉線 箇所名：田村郡小野町大字夏井字川除地内



4２

着手前 完成後

至 須賀川市 至 須賀川市

道⑨工事名：道路橋りょう改良（改良）工事（舗装補修）
路線名：郡山矢吹線 箇所名：須賀川市矢沢地内

至 矢吹町 至 矢吹町

道⑩工事名：道路橋りょう維持（維補）工事（舗装補修）
路線名：須賀川三春線 箇所名：須賀川市江持地内

至 須賀川市至 須賀川市



4３

着手前 完成後

３ 河川関係

河①工事名：河川海岸維持管理工事（河道掘削）
河川名：移川筋 箇所名：田村市船引町石沢地内

河②工事名：河川海岸改良（改良）工事（堤防補強）
河川名：移川筋 箇所名：田村市船引町石沢地内



4４

着手前 完成後

河③工事名：河川海岸改良（改良）工事（堤防補強）
河川名：釈迦堂川筋 箇所名：須賀川市岩渕地内

河④工事名：河川海岸維持管理工事（河道掘削）
河川名：滑川筋 箇所名：須賀川市舘ヶ岡地内

河⑤工事名：河川海岸維持管理工事（河道掘削）
河川名：釈迦堂川筋 箇所名：岩瀬郡天栄村大字下松本地内



4５

着手前 完成後

河⑥工事名：河川海岸維持管理工事（河道掘削）
路線名：北須川筋 箇所名：石川郡石川町大字立ケ岡地内

河⑦工事名：河川海岸維持管理工事（河道掘削）
河川名：逢瀬川筋 箇所名：郡山市中ノ目１丁目地内

河⑧工事名：河川海岸（改良）工事（堤防補強）
河川名：五百川筋 箇所名：郡山市喜久田町前田沢地内



４６

着手前 完成後

５ 建築関係

工事名：県営住宅改善工事（外壁改修・芦田塚５）

箇所名：県営住宅芦田塚団地５号棟

４ 砂防関係

砂②工事名：砂防（交付）工事（擁壁）
箇所名：北表１号 ２・３工区（郡山市田村町谷田川地内）

砂①工事名：砂防（交付）工事（流木止）
箇所名：馬場沢川筋（石川郡古殿町大字松川地内）



４７




